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医療・福祉・食品・健康 

植物バイオによる生理活性プレニル化ポリフェノールの効率的生産 

研究 

概要 
生理活性プレニル化ポリフェノールの生合成調節機構を研究しています。 
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研究シーズの内容 

独立栄養生物である植物は、さまざまな環境ストレス、病虫害や草食動物などから身を守るため

に「二次代謝産物」と呼ばれる種特異的な化合物を作ります。これらの化合物は医薬品・香辛料・

色素・化粧品などに利用されています。しかし、近年の地球規模の生態系の悪化や植物の生育環

境の破壊による資源枯渇が問題となっています。当研究室では、これらの貴重な植物資源を維持

し、その有用成分の効率的生産系を確立することによって、ヒトの健康維持に貢献することを目的と

して、植物バイオテクノロジーを取り入れた植物由来有用物質生産制御について研究しています。な

かでも、プレニル基という脂溶性の高い官能基の導入によって生理活性が増強されたポリフェノール

の生合成・蓄積に焦点をあて、以下のような研究を行っています。 

 

・ムラサキ培養細胞における赤色色素シコニンの 

 生合成研究 

・バイカイカリソウ培養細胞におけるプレニル 

 フラボノール配糖体の生産 

・アシタバ再分化培養系によるプレニルカルコン 

 の生産 

・人工的蓄積組織の構築によるクララ培養細胞 

 におけるプレニルフラバノンの生産性の向上 

 

 また、抗酸化活性を有するコーヒー酸誘導体など  

のポリフェノール類の生合成についても研究を行っ 

ています。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

植物由来有用物質の生産、健康食品製造、医薬品製造などで連携が可能です。 

 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

【関連特許】コーヒー酸誘導体の生産方法（JP2000060588A2） 

 

絶滅危惧植物ムラサキと、シコニンを細
胞外に分泌蓄積するその培養細胞 
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イネの玄米サイズと収量を増加させる遺伝子（TGW6）の特定 

研究 

概要 
TGW6 遺伝子はイネの収量を向上させる有用な遺伝子である 
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研究シーズの内容 

急速な人口の増加をささえるため，世界の人口の半数以上の主食であるイネの収量を飛躍的に

高めることが求められている． 

筆者らは，インドのイネ在来種であるカサラスから TGW6 遺伝子をクローニングしその機能を明ら

かにすることに成功した．この遺伝子は，インドール酢酸-グルコースの加水分解活性をもつ新規な

タンパク質をコードしていた．イネの品種のひとつ日本晴において，TGW6 により合成されたインドール

酢酸はシンクおよびソースにおいて抑制的に作用した．一方で，機能欠失型変異をもつカサラス型

の TGW6 はインドール酢酸を合成できず抑制は起こらなかった．そのため，シンクでは胚乳細胞の数

が増加し粒長が伸長した．それにくわえて，ソース能が向上することにより粒重ならびに収量も増加し

た． 

TGW6 遺伝子は栽培化の過程において選抜の対象とされずに捨てさられた“もったいない”遺伝

子であると考えられた．事実，コシヒカリや NERICA などのさまざまな現代品種は，カサラス型 TGW6
遺伝子のもつ機能的な変異をもたない．カサラス型 TGW6 遺伝子をコシヒカリに導入した準同質遺

伝子系統[NIL(TGW6)]では粒長や粒重が増加し，単位面積あたりの収量は有意に増加した．これら

のことから，TGW6 遺伝子は広い遺伝的なバックグラウンドにおいて収量性を向上させるため有用な

遺伝子である． 

Ken Ishimaru*, Naoki Hirotsu*, Yuka Madoka, Naomi Murakami, Nao Hara, Haruko Onodera, Takayuki 
Kashiwagi, Kazuhiro Ujiie, Bun-ichi Shimizu, Atsuko Onishi, Hisashi Miyagawa & Etsuko Katoh. Loss of 
function of the IAA-glucose hydrolase gene TGW6 enhances rice grain weight and increases yield. Nature 
Genetics 45 (6), 707-711. (2013) * equal contribution 
活用例・産業界へのアピールポイント 

本遺伝子の準同質遺伝子系統を用いたイネ育種 

本遺伝子の特性を活かした農薬等の開発 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

特許第 5288608 号「穀物の種子を増大させる遺伝子、並びにその利用」 


